（別記第１号様式）

　　〇年　　〇月　　〇日　
和歌山県知事　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　団体等名　　●●協議会　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者職・氏名　　▲▲・■■■　　　　　　
地域づくりアドバイザー派遣申請書
次のとおり、地域づくりアドバイザーの派遣を申請します。
	地域の課題・団体概要・活動内容等について

	1.地域の課題
	
例）・きれいな海、山、川に囲まれ、自然が多く観光資源になりうる魅力はあ
るが、都市部からの距離が離れているため、観光客が少ない。せっかく
の資源を活かしきれていない。
　 ・少子高齢化や若者の流出により、空き家や未利用地が増えてきている。
　　 このことにより、害獣が空き家に住み着き畑を荒らすなど、大きな被害
を受けている。



	2.団体概要 
	【活動目的】
例）地域にある海、山、川を使って、地域の魅力を発信する


	
	【構成人数】■人

	
	【これまでの地域づくり活動状況】



	3.地域づくり活動を行う上での課題
	
例）・地域の魅力を発信するため、HPを作成したが、都市部の人たちに見ても
らうための専門的な知識を持っている人がいない。

　 ・地域の空き家をリノベーションし、地域住民が集まれる場所にしたいと
思っているが、何から始めたらいいかわからない。


	4.今後の活動計画・ビジョン
（活動計画と、どのように地域振興につなげていくかを具体的に記入してください）
	
例）〇年〇月　地域の魅力発信のために制作したHPの有効利用について、地
域づくりアドバイザーに専門的なアドバイスをいただく
　　▲年▲月　アドバイスをうけた内容を実行する
　　□年□月　HP訪問数１万人をめざす
〈ビジョン）インターネットを使って都市部の人に向けて情報を発信することで、都市部にはない地域の魅力に気づいてもらい、観光客や交流人口の増加を目指す。そのために、まずはHPの有効な使用方法について学び、情報発信を行える人を半年後までに●人育てる。その後、役場や観光協会などと連携し、HPを見た人が観光客や交流人口となるような仕掛けをつくる。これらの活動を行うことで、地域の観光産業を盛り上げ、地域振興につなげる。

	アドバイザーについて

	5.アドバイスを受けたい内容
	
例）・有効なPR方法について
　 ・空き家リノベーションについての専門知識

	6.派遣希望日時
	　１回目　　　〇年　〇月　〇日　（　 〇：〇　）から（　 〇：〇　）まで
　２回目　　　▲年　▲月　▲日　（　 ▲：▲　）から（　 ▲：▲　）まで
　３回目　　　◇年　◇月　◇日　（　 ◇：◇　）から（　 ◇：◇　）まで


	7.派遣希望地
	【施設名】〇〇会館会議室

	
	【住所】和歌山市▲▲―▲

	8.受講対象者
	例）申請団体構成員、農業関係者、林業関係者、漁業関係者

	9.受講予定者数
	■人

	10.アドバイザーの氏名等
	【職業･職種･職名･専門分野】

	
	【氏　名】

	
	【住所（勤務先所在地）】


	
	【電話番号】

	11.担当者連絡先
	住所：

氏名：

TEL：

FAX：

E-mail：


※2.団体概要を補足する参考資料がありましたら添付してください。
※10.アドバイザーの氏名等について、派遣するアドバイザーに希望がある場合は記入してください。
また、申請書と併せて派遣を希望するアドバイザーの活動実績がわかる資料を添付してください。

一般的な課題ではなく、それぞれの地域の課題を記入してください





１.地域の課題に対する活動を含め、具体的な活動内容を記入してください





具体的な活動内容を記入してください





具体的な活動内容を記入してください





課題解決のためにアドバイスを受けたい内容を、具体的に記入してください





派遣を希望するアドバイザーがいる場合は記入





必ず記入








